
カスタマイズドローンの開発から⾃社開発品へ

談のきっかけ
カスタマイズドローン及び⾃社プラットフォームの開発と知財戦略の必要性について
当社は、⼤⼿建設会社等からの依頼を受けて⽔の散布、炉内点検などの産業⽤カスタマイズドローンの共同開発を進めてきたが、同時に⾃社プラッ
トフォームドローンの開発にも⼒を⼊れており、中⻑期的には⾃社開発品の⽐率を⾼めていきたいと考えている。⾃社開発品としては、⼤学と協⼒しな
がら「壁⾯吸着ドローン」プラットフォーム機(図参照)の完成を⽬指している。当社は、ドローン関連の技術には精通しているが、知財についての経験は
浅く、ドローンの活⽤が現実化する中、関係する企業の特許が増加しており、当社として事業展開する上で知財情報を分析し、知財戦略を策定する
必要があると考えた。また、開発パートナーとの特許出願や契約締結においても専⾨家の⽀援を受けたいと考えた。

相

題と⽀援の内容
⽀援のポイントと活⽤した専⾨家

開発戦略
• カスタマイズドローンと⾃社開発品（壁⾯
吸着ドローン）の開発戦略を共有したうえ
で、知財戦略作りを⽀援する。

• 特許情報分析活⽤事業を活⽤し、キーと
なる技術についての動向把握の⽀援を⾏う

• 経営デザインシートを使って、事業の⾒える
化を⽀援し、今後の開発戦略作成に役⽴
てられるよう指導する。

• 将来像に対して必要な資源（知財）の明
⽂化を⽀援する。
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契約等
• 開発パートナー、取引先との契約を⽀援す
る。

• 共同開発の成果物の取り決めを⽀援する。

事業戦略

弁護⼠

課

リーダー︓ 眞下晋⼀（弁理⼠）
⽀援担当者︓ ⼤澤真⼀（⼤阪府知財総合⽀援窓⼝）

⻑の⽀援成果についてのコメント社
特徴と具体例を書き込んだ特許明細書は、プラットフォーム機の開発
⽬標そのものになっているほどで、実践的内容で出願ができました。営業
⼒、提案⼒の基にもなりました。経営デザインシートを短時間で作成でき
ました。明⽂化したことで、事業について息⼦達と共有もできました。今後
は、中⻑期の計画作成と実戦への落とし込みに活⽤していきます。

課題 項⽬
援を通じてできたこと⽀

⽀援成果

開発及び権利化

契約

事業戦略

企 業概要 ■社名︓菱⽥技研⼯業株式会社（⼤阪府）
■従業員数︓５⼈ ■資本⾦︓10百万円 ■売上⾼︓１億円
■事業内容︓ ロボットの研究開発

壁⾯吸着ドローン

■知的財産︓特許１件、商標１件

https://www.i-hishida.com/

• 権利関係を整理の上、共同開発先とは譲渡契約が締
結できた。開発パートナーとの契約についても契約雛形
を準備することができた。

• 特許情報分析活⽤事業の⽀援を受けて、壁⾯吸着と
不整地離着陸の技術を当社の重点技術と位置付ける
ことができた。

• 経営デザインシートを作成し、⾃社の強み、弱みを確認
することができた。その結果をベースに経営⾰新計画を策
定し承認を受けることができた。

• 散⽔⽤、炉内点検⽤、他複数のカスタマイズドローン、
および壁⾯吸着ドローンの開発を進めることができ、特許
出願も⾏うことができた。


